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上位計画 
 

第１節 加西市都市計画マスタープラン 
 

加西市都市計画マスタープランでは、将来の都市構造を以下のように示し、都市核，地域核

の育成、都市核，地域核や交流拠点などを中心として、鉄道軸や地域軸などの軸を公共交通と

自動車交通により形成し、“花と文化の交流都市「加西」”の実現を目的としています。 

 

＜ 将来都市構造図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市核】 
   既成市街地（北条町駅西側）と

新興市街地（北条町駅東側）の役

割分担と連携を考慮しながら都市

機能の集積を図る。 

【地域核】 
   都市核を補完するとともに、地

域における日常生活の利便を向上

させるよう、生活支援を中心とす

る商業サービス機能の集積を図

る。 
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第２節 加西市公共交通活性化計画の整備方針 
 

加西市公共交通活性化計画は、都市計画マスタープランの目的を公共交通の立場から達成し

ていくために、公共交通体系の整備に向けた長期的な基本計画として、平成 20 年 3 月に策定

しました。 

加西市公共交通活性化計画では、以下の６つの整備方針を定め、市民が利用しやすい公共交

通体系の実現をめざします。 

 

・都市核を育成するために  「 ① 歩行者でにぎわう中心市街地の形成」 

・都市核と地域核の交流を支えるために  

              「 ② 市内交流を支える公共交通基幹軸の整備」 

・市外との交流を活発にするために  

              「 ③ 市外連携を強化する公共交通基幹軸の整備」 

・加西市の 70％以上が公共交通不便地域という課題への対応として   

              「 ④ 公共交通不便地域への対応」 

・都市核，地域核の育成および交通手段相互の連携強化のために   

              「 ⑤ 交通手段相互の連携強化に向けた交通結節点の整備」 

・加西市の交通は過度に自動車に依存していることから、環境にやさしく安全・安心に移

動できる公共交通の利用促進として 

              「 ⑥ クルマ社会からの脱却に向けたソフト施策の推進」 

 

 

    ＜ めざすべき公共交通体系 ＞ ＜ 整備方針 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 歩行者でにぎわう
中心市街地の形成

② 市内交流を支える
公共交通基幹軸の整備

③ 市外連携を強化する
公共交通基幹軸の整備

⑤ 交通手段相互の連携強化に
向けた交通結節点の整備

④ 公共交通不便地域への対応

⑥ クルマ社会からの脱却に
向けたソフト施策の推進




